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はじめに

トラック運送業界の現状について

令和５年２月１７日

〇高速道路の深夜割引見直し
〇ドライバーの生の声



西日本段ボール工業組合「合同セミナー」

1.貨物業界の現状について

①ドライバー不足の現状

○少子高齢化で労働力人口は減少

〇202８年には、トラックドライバーが

2８万人不足するとの予想も…
（2018 年鉄道貨物協会資料より）

○トラック協会の調査では、
5～６割の会員がドライバー不足の回答
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〇近年増え続ける宅配便

・・・ますますドライバー不足が深刻化
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②コロナ・燃料高騰で経営困難

○トラック協会の調査では、一昨年秋から徐々に悪化

・令和 3年 10月～12月 29.7％（悪化）

・令和 4年 01月～03月 47.5％（悪化）

・令和 4年 04月～06月 64.2％（悪化）

・令和 4年 07月～09月 60.6％（悪化）

〇燃料高騰

＜大阪府トラック協会調査：参照＞

直近最低額

直近最高額

令和 2 年 5 月

令和 4 年 7 月

スタンド 81・9 円

スタンド 133.0 円

ローリー66.4円

ローリー113.7 円
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２．人材（ドライバー）不足への対応

p. 5

① 職場環境の改善

〇違法行為にならないような運行形態に変更する

（長時間労働是正）

〇現在の就職希望者の意見尊重 … 労働時間、職場環境等
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② 標準的な運賃の重要性

＜現在の到達点＞…令和 4年１２月末

全国＝72.７％、近畿＝76.５％、

大阪 91.８％（12支部中 11支部が 8 割超え）

◎自社の経営を分析するツールに！
・・・祓川国交省自動車局長（当時）
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＊重要ポイント・・・ 届け出の次は荷主交渉

・荷主との信頼関係

・具体的な数字を用いての交渉・話し合い

・リーフレット利用

・自社の経営状況等の数字化

・「2024 年問題」を共通の話題にする

賃金低下によるドライバー離職によって、

供給量（トラック）が縮小することが予測される。

～ 既成概念にとらわれない、アプローチ ～
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まだまだ出来ていない、

荷主交渉
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経費はどんどん上がっています！
事業を続けるためには、
適正運賃・料金がどうしても必要です。
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③ 若者や世間の相当厳しい「トラック業界」の評価

＜府立高校のアンケートより＞R3 年 185 名

＊なってみたい職業は

1位美容師（理容師）、2 位保育士、3 位看護師、4 位 IT系、

5位調理師、6位イラストレーター、7 位アパレル関係、

8 位スポーツ関係、9 位建築関係、10位アーティスト

＊トラックドライバーになってみたいか？

（なってみたい 1名、将来の候補 6名、興味はある 80 名

興味がない 96 名、未回答 2名）
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＜保護者アンケート＞R1 年

＊こどもになってほしい職業
1位公務員、2位看護師、3位教師、4位医療事務、
5位医者、

＊女性が働ける職場に改善
全国青年部会調査（R3.9）659件

女性トイレ（未完備４２．７％）
女性更衣室（未完備６４．４％）
女性用浴室・シャワー（未整備９４．３％）
女性用休憩・仮眠（未整備８７．５％）
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３．燃料高騰対策

〇地方創生臨時交付金

＜大阪府＞

エコタイヤ（７月） …約 8億円

一台当たり 7千円（8月）…約 7億７千万円

＜茨木市＞ 大型・中型 １台につき ３万円、小型１万円

＊上限額 １事業者 ３０万円

■現在、大阪府下、43 市町村に向け要請

（１２自治体・支給回答）
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〇サーチャージの本格導入

＜荷主アンケート結果（R4.6）より＞

Q、燃料サーチャージ制度についてご存知ですか？

•知っている 84％ •知らない 6％

Q、サーチャージ交渉に応じていますか？

•応じている 32％ •一部応じている 21％

•応じていない５％ •交渉がない４０％ ・未回答２％
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４．トラック運送業界の「2024年問題」

◎これに関しては、事業者だけでは改善不可能

・・・荷主の協力なしには実現できない

＊月 60 時間超の時間外労働に対し、50％以上の割増

＊自動車運転の業務（特例）改正法施行後5年後・・あと1年

令和 6 年（2024年）4 月に適用

①上限期間は、年間 960 時間 （月平均８０時間）

②「改善基準告示」見直し

＊将来的な一般即の適用＝引き続き検討
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〇改善告示の認知度

＜荷主アンケート＞

令和 4年 6月 7342 荷主 回答（９３０）

トラック対象の「働き方改革」ご存じですか？

12.7％

詳しく知っている 16.５％ おおよそ知っている 46％

62.5％

聞いたことがある 26％ 知らない 12％
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p. 2 0

〇行政（公正取引委員会）の注意喚起 … 令和 4年 12月 27 日公表

＜公表した 13社＞

価格交渉の場で、価格転嫁の要請が

あったのに協議しなかった。…事業者

調査は 2021 年 9月～22 年 8月、受注者側
の 8万社、発注者側の 3万社を対象に実施。
取引価格の引きあげを要請したのに応じなか
った企業として受注者側から名前があがった
企業は 4573 社あった。名前があがる回数の
多かった上位 50 社を抽出し、立ち入り調査
したり、報告を命じたりした。



ご清聴ありがとうございました。
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